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提供できる技術

高アミロイド形成性のリコンビナントTTR蛋白質を用いたin

vitro 実験系アミロイド線維形成を抑制もしくはアミロイド

線維を分解する薬物のハイスループット・スクリーニング

特許

特許申請中

アミロイドーシス治療薬の新規スクリーニング方法及び治療薬候補

研究内容

アミロイドーシス治療薬の新規なスクリーニング方法に関する技術および医薬組成物

 

アミロイドーシスは、局所または全身の臓器における、様々な種類のタンパク質に由来す

る不溶性アミロイド線維の細胞外沈着を特徴とする遺伝性または後天性難治性疾患であ

る。

トランスサイレチンは、肝臓で産生され血中へ分泌される蛋白質であるが、アミロ

イド線維を形成し組織の細胞外に沈着することで全身性アミロイドーシスを生じ、

全身諸臓器末梢神経や心臓、消化管、眼などの機能障害を引き起こす。

 

【本技術が従来技術と比較して優れている点】【本技術が従来技術と比較して優れている点】

従来技術では、リコンビナントTTR蛋白質をin vitroでアミロイド線維化ですることは困

難であった。

本技術では、培養細胞上でアミロイドを形成させ、ハイスループットに定量評価するこ

とが可能である。

 

【本技術がにより期待される社会的な波及効果】【本技術がにより期待される社会的な波及効果】

これまでの治療法では、進行した病態を改善することは困難であったが、「アミロイド・ブレイカー」が確立できれば、病原物

質であるアミロイドを組織から除去し、臓器機能障害を改善することが出来る可能性がある。新たな標的の創薬が加速すること

を期待する。

 

【本技術をもとに、将来社会に対して貢献したい事】【本技術をもとに、将来社会に対して貢献したい事】

組織に沈着したアミロイドを除去する「アミロイド・ブレイカー」候補薬の探索を行い、アミロイドーシス根治療法を確立した

い。

 

キーワード

トランスサイレチン   アミロイドーシス   アミロイド・ブレイカー  
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